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第２１号 

令和８年３月２日 

府中市立 

府中第八中学校 

〈
在
籍
生
徒
数
〉

 

 
 
 
 
 
 
 

全
校
生
徒
数
７
１
２
名 

〈
学
校
住
所
・
電
話
番
号
〉 

 
 
 
 
 

府
中
市
四
谷
一
丁
目
二
八
二
七 

 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

★
生
活
委
員
会
の
生

徒
の
皆
さ
ん
が
廊
下

で
の
事
故
防
止
の
た

め
の
表
示
を
作
成
し

ま
し
た
。皆
で
声
を
掛

け
合
っ
て
安
全
に
生

活
し
ま
し
ょ
う
。 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和７年度体罰防止スローガン『未来を創る 子供の健康 傷つけさせない みんなの目』 

学びと 
思いやり 

『
い
ざ
、
と
い
う
と
き
に
活
き
る
訓
練
と
は
』（
三
月
全
校
朝
会
の
話
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 

髙
汐 

康
浩 

今
月
の
十
日
に
大
阪
府
高
槻
市
立
寿
栄
小
学
校
と
高
槻
市
教
育
委
員
会
事
務

局
を
訪
問
し
学
校
安
全
に
関
す
る
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
す
。
寿
栄
小
学
校
で
は

二
〇
一
八
年
六
月
一
八
日
の
登
校
時
間
に
発
生
し
た
大
地
震
で
登
校
途
中
の
児

童
が
学
校
の
プ
ー
ル
と
道
路
を
隔
て
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く

な
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
着
任

し
た
校
長
先
生
は
「
絶
対
に
安
全
で
安
心
な
学
校
に
」
す
る
と
い
う
決
意
を
も
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
安
全
の
取
組
を
進
め
ま
し
た
。
今
号
で
は
、「
い
ざ
、
と

い
う
と
き
に
活
き
る
訓
練
」
を
テ
ー
マ
に
皆
で
学
校
安
全
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

二
〇
〇
四
年
当
時
、
私
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
日
本
人
学
校
で
勤
務
し
て
お

り
、
小
学
校
五
年
の
担
任
を
し
て
い
ま
し
た
。
九
月
七
日
火
曜
日
の
一
校
時
、
社

会
科
見
学
の
事
前
学
習
の
た
め
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
て
い
る
と
き
で
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
地
震
が
ほ
と
ん
ど
起
き
な
い
国
な
の
で
す
が
、
大
き
な
揺
れ

を
感
じ
ま
し
た
。
教
卓
の
上
の
ペ
ン
立
て
が
倒
れ
る
よ
う
な
横
方
向
の
揺
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
学
級
の
児
童
た
ち
は
私
の
指
示
を
待
た
ず
に
、
机
の
下
に
入
り
、

安
全
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
揺
れ
が
お
さ
ま
り
校
舎
内
、
教
室
内
の
安
全
を
確

認
し
授
業
を
再
開
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
学
校
外
の
道
路
が
と
て
も
騒
々
し

い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
道
路
に
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、
大
騒
ぎ
を
し
て
い
ま

す
。
中
に
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
人
、
泣
き
わ
め
い
て
い
る
人
が
い
て
、
ま
さ
に

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
学
校
の
正
面
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

人
の
通
う
中
学
校
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
学
校
の
先
生
も
生
徒
も
悲
鳴
を

あ
げ
な
が
ら
校
庭
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
し

た
。
日
本
の
地
震
の
震
度
で
い
え
ば
震
度
３
位
で
し
ょ
う
。
地
震
の
多
い
日
本
人

は
日
頃
か
ら
備
え
た
り
、
地
震
の
こ
と
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
程
度
の
地
震
が
起
き
て
も
決
し
て
パ
ニ
ッ
ク
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
日
本
人
学
校
で
は
、
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
、
銃

を
持
っ
た
人
が
学
校
内
に
侵
入
し
た
想
定
で
学
校
の
隣
の
大
使
公
邸
に
避
難
す 
   

な
い
国
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
。 

  

長
い
歴
史
の
な
か
で
大
地
震
で
学
校
が
倒
壊
し
た
例
は
一
例
も
な
い
日
本
は

安
心
で
も
そ
の
行
動
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
と
い
う
疑
問
を
も
っ
て
い
る
か
？
た
だ

の
安
心
の
確
保
に
な
っ
て
い
な
い
か
？ 

る
訓
練
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
爆
弾
が
仕
掛
け
ら
れ
た
想
定
で
バ
ス
か
ら
安 

全
に
素
早
く
離
れ
る
訓
練
な
ど
、「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
児
童
・
生
徒
が 

誰
か
の
指
示
を
仰
い
だ
り
指
示
を
待
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
自
分
の
判 

断
で
身
の
安
全
を
守
る
訓
練
を
頻
繁
（
ひ
ん
ぱ
ん
）
に
行
っ
て
い
ま
し 

た
。
も
ち
ろ
ん
、
小
学
校
高
学
年
児
童
や
中
学
生
は
、
訓
練
時
、
避
難
が
必
要
な
場

合
に
は
、
下
の
学
年
の
人
た
ち
を
助
け
な
が
ら
自
分
た
ち
の
身
の
安
全
を
守
る
行
動

を
起
こ
し
ま
す
。 

 

八
中
の
避
難
訓
練
は
『
実
効
的
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ド
は
、
文
部
科
学
省
に
設
置
さ
れ
た
「
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
有
識

者
会
議
」
で
も
と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
大
地

震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
行
う
際
に
は
、
日
本
で
起
き
た
こ
れ
ま
で
の
地
震
災
害

の
歴
史
を
基
に
訓
練
の
内
容
を
決
め
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
校
舎
が
地
震

の
揺
れ
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
例
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。（
二
次
災
害
で
校
舎
が
破
壊

さ
れ
た
例
は
あ
り
ま
す
）
で
す
か
ら
、
大
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
で
は
校
舎
内

に
と
ど
ま
り
安
全
を
確
保
し
、
助
け
が
必
要
な
人
た
ち
へ
の
支
援
を
考
え
ま
す
。
登

下
校
中
に
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は

通
学
路
の
危
険
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
や
考
え
方
で
抽
出
し
、
そ
れ
を
伝
え
あ
い
ま
す
。

不
審
者
侵
入
を
想
定
し
た
訓
練
で
は
、
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校
の
事
件
、

新
宿
区
立
中
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
事
件
の
教
訓
を
最
大
限
に
活
か
し
た
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ち
早
く
教
職
員
、
生
徒
に
侵
入
の
事
実
を
伝
え
素
早
い
避
難
行
動

を
起
こ
さ
せ
る
た
め
に
、
過
去
に
行
っ
て
い
た
合
言
葉
（「
校
長
先
生
、
荷
物
が
届
い

て
い
ま
す
」
な
ど
）
に
よ
る
放
送
伝
達
を
廃
止
し
、
直
接
的
に
不
審
者
侵
入
を
放
送
、

声
で
の
伝
達
で
行
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
不
審
者
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
訓
練
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
町
民
の
『
安
心
』
を
保
障
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
『
安
全
』
を
保
障
す

る
も
の
で
な
か
っ
た
の
だ
」
こ
れ
は
私
の
知
り
合
い
の
宮
城
県
南
三
陸
町
役
場
の
東

日
本
大
震
災
当
時
の
総
務
課
長
の
言
葉
で
す
。
学
校
も
同
様
、『
安
心
』
だ
け
を
保
障

す
る
訓
練
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

   

も  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２ 令和７年度体罰防止スローガン『未来を創る 子供の健康 傷つけさせない みんなの目』 

★
☆
第
七
十
五
回
東
京
都
公
立
学
校
美
術
展
覧
会
☆
★ 

〔
家
庭
〕
二
年 

緑
川 

友
子 

 
 

一
年 

赤
石
沢 

茉
緒 

光
部 

あ
か
り 

〔
美
術
〕
二
年 

善
元 

明
花
里 

津
田 

葵
衣 

 
 

★
☆
府
中
市
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
設
立
七
十
周
年
記
念
☆
★ 

ち
ゅ
う
バ
ス
内
美
術
作
品
展
示 

 

二
年 

津
田 

葵
衣 
  
 

※ 

３
月
中
旬
ま
で
「
ち
ゅ
う
バ
ス
」
の
車
内
に
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ご
乗
車
の
際
に
は
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

★
☆
新
し
い
標
準
服
案
披
露
と
投
票
☆
★ 

 

生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
の
と
て
も
工
夫
の
あ 

る
説
明
と
標
準
服
の
披
露
を
生
徒
朝
会
で
実
施 

し
ま
し
た
。
今
後
、
生
徒
の
皆
さ
ん
全
員
に
よ 

る
投
票
を
行
い
、
新
し
い
標
準
服
の
デ
ザ
イ
ン 

を
決
定
し
ま
す
。 

 

※ 

学
校
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
等 

に
お
け
る
生
徒
の
活
躍
に
つ
い
て
学
校
だ
よ
り 

で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
受
賞
等
が
あ
っ
た
場
合 

は
学
級
担
任
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

〔敬称略〕

称    〕 

『
学
ち
か
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
に
つ
い
て
は
「
進
路
を
実
現
」
す
る

た
め
に
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
の
ご
存
じ
の

と
お
り
で
す
。（
も
う
い
ち
ど
そ
の
意
味
を
確
認
す
る
場
合
は
、
学
校
だ
よ

り
二
号
、
十
二
号
、
十
四
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
先
日
に
行
わ
れ
た
都
立

推
薦
入
試
の
作
文
の
問
題
と
面
接
の
質
問
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 ★
作
文 

（
府
中
東
高
校
） 

 

「
学
校
生
活
」
で
、
あ
な
た
が
勉
強
や
学
習
以
外
か
ら
学
ん
だ
こ
と 

（
園
芸
高
校
） 

 

協
力
す
る
上
で
大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
自
分
の
経
験
を
踏
ま
え
て
書

け
。
ま
た
、
そ
れ
を
生
か
し
て
ど
ん
な
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
か
、
将
来

に
生
か
し
て
い
き
た
い
か
を
書
け
。 

（
府
中
工
科
高
校
） 

 

中
学
校
生
活
の
中
で
、
あ
な
た
が
他
者
と
協
力
し
た
経
験
に
つ
い
て
具

体
例
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
経
験
か
ら
得
た
も
の
を
本
校
入
学
後

に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
き
た
い
か
を
書
き
な
さ
い
。 

★
面
接 

（
府
中
高
校
） 

・
中
学
校
で
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
行
事
は
何
か
。 

→

（
二
の
矢
）
そ
の
行
事
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
。 

→

（
三
の
矢
）
そ
の
行
事
の
成
果
と
課
題
は
何
か
。 

（
調
布
南
高
校
） 

・
中
学
校
で
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
は
何
か
。 

→

（
二
の
矢
）
部
活
動
で
ど
の
よ
う
な
実
績
を
残
し
た
の
か
。 

 
→

（
三
の
矢
）
部
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
。 

（
片
倉
高
校
〔
ス
ポ
ー
ツ
〕） 

・
３
年
間
の
部
活
動
を
通
し
学
ん
だ
こ
と
は
何
か
。 

（
狛
江
高
校
） 

・
中
学
校
で
一
番
頑
張
っ
た
こ
と
は
何
か
。 

 
→

（
二
の
矢
）
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
園
芸
高
校
） 

・
中
学
校
で
頑
張
っ
た
こ
と
は
何
か
。 

 
→

（
二
の
矢
）
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何
か
。 

 
 
→

（
三
の
矢
）
大
変
だ
っ
た
こ
と
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

多
く
の
都
立
高
校
の
推
薦
入
試
で
『
学
ち
か
と
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
』
を

基
本
に
し
た
質
問
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。（
赤
字
の

部
分
に
注
目
） 

 

□
■
三
月
の
生
活
目
標
■
□ 

 

新
し
い
生
活
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
よ
う 

【
三
月
の
主
な
予
定
】 

 
 

二
日
（
月
） 

都
立
一
次
入
試
合
格
発
表     

四
日
（
水
）  

薬
物
乱
用
防
止
教
室  

六
日
（
金
） 

校
外
学
習
（
二
年
）  

 
 

九
日
（
月
） 

全
校
朝
会 

十
日
（
火
） 

専
門
委
員
会
・
中
央
委
員
会 

都
立
二
次
入
試 

十
一
日
（
水
） 

Ｔ
Ｇ
Ｇ
（
一
年
） 

普
通
救
命
講
習
（
三
年
） 

十
三
日
（
金
） 

都
立
二
次
発
表 

奉
仕
活
動
（
三
年
） 

一
六
日
（
月
） 

生
徒
朝
会 

卒
業
式
予
行 

一
七
日
（
火
） 

給
食
最
終
日
（
三
年
）  

 

一
八
日
（
水
） 

給
食
最
終
日
（
一
、
二
年
） 

一
九
日
（
木
） 
卒
業
式 

 

二
十
日
（
金
） 

春
分
の
日 

二
三
日
（
月
） 
保
護
者
会
（
一
、
二
年
）  

 

二
五
日
（
木
）
修
了
式 

都立推薦
入試情報 

新しい標準服の 

２つのデザイン 

学びと 

思いやり 


